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ACSR(鋼心アル 撚線)の防蝕処理

Corrosion Protection of ACSR(Aluminium Cable SteelReinforced)
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ACSRは普通のふんい気では,長年月の間でも腐蝕による事故を起すようなことはないが,海岸線付

近または火山,工場地帯に架設された場合は,主として塩水,亜硫酸ガスなどによる腐蝕のた臥 その

寿命がいちじるしく減少するため,当然その防蝕処理が問題となってくる｡

ACSRの防蝕処理には種々の方法が考えられるが,われわれほ食塩水噴霧試験ならびに亜硫酸ガス曝

露試験の結果より考えて銅心上にラストループを塗布し,その上にマイラーポリエステルフィルムを巻

きつける防蝕処理法を見出した｡この日立防蝕処理 ACSRは下記に示すようにすぐれた種々の特長を･

もっている｡

(1)
(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

防蝕効果が大きい｡

耐熱,耐老化性が大きいっ

防蝕層が強靭である｡

番線接続部に雨水の侵入がなく,腐蝕の懸念がない｡

接続が容易である｡

重量,外径ほ一般の ACSR とほとんど変りがない｡

別の場合以外はあまり工 的ではない｡また後者の場名･

〔Ⅰ〕緒 l:コ

ACSR(鋼心アルミ撚線)は,1908年頃米国で考案さ

れて以来,高電圧送電線として大量に使用されているが,

現在まで腐蝕による事故は僅少であった｡これほ主とし

てアルミ表面に自然に発生する臼己回復性の酸化アルミ

皮膜の防蝕効果と鋼線表面の亜鉛メッキ屑の介在効果に

よるものである｡英国における 例によると(1),普通の

ふんい気では機械的強度の減少に基礎をおくとその平均

劣化速 は,0.4～0.5%/年であり,導体の平均寿命ほ25

～30年で,長い場合は50年であるといわれている:つ

しかしながらACSRを海岸､火山または工業地苗など

に架設した場合には,主としてNaCl,SO2などにより

アルミ 面の酸化皮膜 れさ蝕 ACSIiの 面のみな

らず内面にいちじるしい腐蝕ができ,その極端な場合は

3年しか寿命がないと報貸されている(1)(2)｡

上言己のような掴ま由から海岸近くに設置される火力発電

所の引出用 ACSRでは塩害対策が必要であり,また火

山あるいほ工場地帯を通過するACSR-ごは煤煙告(SO2

ガス)対 が必要である｡このためには,ACSRのアル

ミ撚線の純度を一般の電気的純度のものより良好とする

か,異種金属の接触による局部電池形成のための腐蝕を

防止するためACSRのような不均質構造を止め,均質な

構造乾することなどが考えられる.1前者の場合iこついて

考えてみるとつぎのようになる｡ACS勘ま強鹿を持たせ

る鋼心と,導竃性を持たせるためこの周囲にアルミ線と

を撚り合わせたものであるが,アルミ線も全ケーブルの

強度に貢献していることほもちろんであり,Lたがって

アルミ線の純度を高めるとその電導度,耐蝕性は良好と

なるが,機械的強度は低下し,コストほ高くなるので特
*
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には,心線,外層線のl互別なくすべて同一成分の菜線を･

使用するとすれば,そのケーブルで鋼心のものと同一強二

度を要求する場合にほ,強度をだすためアルミ合金線を･

つかう必要がある∵ 二の合金化のためアルミの電導度は

低下するが,心線が電導塵に預かることができるため

節可能であるご このためにほアルドライ(Aldrey)

のアルミ合金(イ号合金,シルマL/ツク(Silmalec)合

金など)を使用するのがよい.｢水系合金はAl-Mg2Si一

系合金であり耐蝕性,電導度をあまり低下することなく,.

抗張力を電気用ア′レミ線の2倍以上の30～37kg/mm2と

することができるご しかしながら本系合金の欠点は熱処.

理を必要とすることおよび結晶粒界腐蝕をおこしやすい

欠点があるので(2),問題を将来にのこしている.｡

われわれは食塩水および亜硫酸ガスによる ACSRの･

腐蝕について研究を行い,効果的で経済的なその防触法‥

を見出したのでここに報告する｡

なお, にほ ACSRの防蝕のみならず,その接綻二

部,付属品などi･こついても当然防蝕処こ哩をほどこす必要

があるが,これらについてほ別報する｡

〔ⅠⅠ〕ACSRの腐蝕

ACSRは亜鉛メッキした鋼線とアルミ線を ったもの-

であり,鋼とアルミほ下記に示すようにその電極魔位に

いちじるしい差異があるので,腐蝕性のふんい気ではア

ルミ,鋼それぞれの腐蝕とともに異種金属間の接触によ

る腐蝕すなわち肩部届池作J侶こよる腐蝕が問題となつで

くる｡また ACSRは鋼とアルミの直接接触による耐蝕

性の低下を防ぐために鋼心_仁に亜鉛メッキをほどこして

いるが,これがどの程度効果をもつものであるかほ明碓二

ではない｡
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(り 各種金属の電極電位

ACSRの場合,鋼心とアルミ線間の局部電池による腐

蝕が問題となるので,610mm2ACSRの構成材料につい

て電極電位を測定した｡この場合標準電極としては飽和

カロメル電極を用い,また試験液としては5%食塩水を

用いた｡第】表ほその実験結果を示す｡なお弟2表は各

金属の電極電位を測定した結果である(3)｡この場合試

戯液としてほ,1%NaClに0.3%H202を加えたもの

で,標準電極としては 0.1N カロメル電極を用いてい

るウ ニれらの表よりわかるように,電解質の溶液内で亜

鉛メッキ鋼線とアルミ線が接触する場合には,亜鉛が一

次的に腐蝕しさり,つぎに鋼線とアルミ線が接触するこ

とによりアルミ線が腐蝕して行くことが考えられる｡

またACSRの接続などの場合,アルミと銅,鉄などの直

哉接触を絶対に避けねばならないことがわかる｡

(2)海気中における腐蝕

､(A)鋼の腐蝕
大気中における鋼の腐蝕には酸素と水の作用が必要で

あり,表面に生成する錆はその後の侵蝕をかえって加速

する(4)｡また湿 が68%をこえるとその腐蝕はいちじ

るしく増大し,海水ならびにそのなかに溶解されている

各種不純物は鋼の腐蝕を助長する｡したがって海気中に

おける銅の腐蝕は湿度がその臨界点せこえ,錆の発生と

ともにいちじるしくなることがわかる｡

(B)亜鉛の腐蝕

海水中に浸漬した亜鉛はその表面に炭酸塩,水酸化物

および塩化物よりなる保護被膜を生じ これによって亜

戯自体の腐蝕は阻止される｡また大気中における腐蝕も

きわめて少ない｡しかしながら海岸地方における場合の

ように乾湿の状態が交互にくりかえされる場合ほ,その

過程において保護的被覆が破壊,生成をくりかえし,そ

のため腐蝕が進行する(5)｡

(C)アルミの腐蝕

海水中においては普通の市販アルミ(純度99.5%)は,

.比較的腐蝕されやすく,その表面は漸次白色の粗い水酸
化アルミで被覆される｡また不純なアルミは局部的に侵

蝕され深い腐蝕孔をつくる｡

第1衰 ACSR各素線の電

極電位

Tablel.Electrode PoL

tentials of Component

Wires for ACSR

*端末はワックス･シールした｡
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一般的にいえは,アルミの耐蝕性はその純度が高いほ

ど大きいっ アルミ中にほかの物質が存在して不均一な組

織をしている場合には,大抵はアルミよりも電極電位の

低い相が現われ(6),この相とアルミとからなる局部電池

を作り,アルミの方が陽極となって溶解して行く｡純度

の異ったアルミ試片(硬圧延板)を14日間,(3%NaCl

+1%H202)の水溶液に浸 した場合の 量減少を第

3表に示す(7)｡この表よりわかるようにアルミの耐蝕性

ほ純度の高いほどいちじるしく良好となる,なお普通

ACSR としては純度99.7%程度のアルミが用いられて

おり,種々の不純物が含有されているが,そのうちで特

に耐蝕性を悪くするものは銅と鉄である｡

(3)食塩水噴霧試験

ACSRの腐蝕試験法としては,浸漬法,半浸潰法,問

欺腐蝕法および噴霧試験法などが考えられるが,この場

合もつとも実際に近い食塩水噴霧試験を採用した(8)｡

第1図は実験に用いた佐竹式食塩水噴霧試験機であ

り,上部の陶器製チャンバーの中に試験片をぶらさげる｡

またノッゾルはガラス製でチャンバーの下部にあり,空

気圧縮機および清浄装置は試験機の下郡にある｡

供試材ほ610m工n2のACSRで,その構成は鋼線3.8

mm¢×7本,アルミ線3･8mm¢×54本であり,アルミ

線は3層に撚られている｡また鋼線の亜鉛メッキ厚は,

0.04mm前後である｡

腐蝕試験液としてほ5%食塩水を用い,試料長は30

Cmで両端末はシール･ピールで覆うた｡

食塩水噴霧試験は常温で10週間連続して行い,その間

一定の期間ごとに試料を振り出し抗張力を測定した｡

弟2図は木実験結果を示す｡また弟3図,弟4図にそ

れぞれ10週間試験後の各素線の外観および最内層アルミ

線の腐蝕状況を示す｡

実験結果iこよれば鋼線は全実験を通じてほとんど変化

なく145～148kg/mm2 であった｡アルミ線の伸びは最

初2･､2･5鬼'で防蝕処理をほどこさない場合は,10週間

腐蝕 験後でほ1～1･5%ぐらいに低下した｡抗張力の

第 2 表 各種金属の電極電位

Table2,Electrode Potentials

of Various Metals

金
属電極電位(Ⅴ)F

-1.10

-0.83

一0.83

-0.63

-0.55

金 属 電極電位(Ⅴ)

-0.49

一0.20

-0.18

-0.08

ー0.07

第 3 表 アルミニウムの純度と耐蝕
性との関係

Table3.EfFect of Purity of Alu-

ロユ1nlum On

Resistance

the Corrosion_

4日間の重

㌫講㍗1鱒■ +要

､ザ
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第1図 食 塩 水 噴 霧 試 験 機 の 外 観

Fig.1.Appearance of Salt Spray Tester

低下は最内層のアルミがもつともいちじるしく,

つぎに最外層で,中間 はもつとも腐蝕されにく

い｡10週間試験後では,鋼心上の亜鎗メッキ層ほ

腐蝕しさり,鋼心とアルミ線は腐蝕生成物を介し

て接触し最内層アルミにはいちじるいノ､孔蝕がで

きてt･､たっなお最内層のアルミ線の抗張力低下率

ほ最外層,中間層のそれぞれ5倍,7倍程度であ

った｡

(4)亜硫酸ガス(SO2)による腐蝕

SO2ガスの存在が大長川--の腐蝕を促進するの

ほ,これが水滴に溶解し,水滴の電導度が増加す

るばかりでなく,初期の腐蝕生成物として亜硫酸

塩,硫酸塩のような比較的吋淫津1三の塩を発生する

からである｡これらの塩は加水分解によって二次

白勺に塩基性塩,水酸化物,酸化物などに変化しても,

)の 防 蝕 処 理
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第2図 610mm2ACSRアルミ素線の食塩水噴霧

験による抗張力の低下
Fig.2.Deterioration of Tensile Strength of

Aluminiun Strands for610mm2ACSRbySalt

Spray Test

無精弛 ACSR

外層アルミ線

析蝕 A C S R

れらが直接にできる場合のように,その後の腐蝕を阻止

する効果はない｡したがって腐蝕は時間とともに進行

する.二

(A)銅の腐蝕

乾燥している SO2ガスは鋼を腐蝕しない.っ しかし水

一分と酸素が共存する状態では鋼を烈しく腐蝕する亡
SO2

ガスを含有する燃焼ガスが冷たい鋼 面に凝縮する水分

とともにはげしく鋼を優蝕するのほこの場合である｡鉄

の大気中腐蝕におよぼす SO2ガスの影響について行つ

た 験によれば(9),その臨界湿度がこの場合にほ明瞭に

湿度70%′にあらわれ,それ以下の湿度ならば鉄は全然

慮蝕されず;それ以上の湿度になると腐蝕は急増するこ..

(B)亜鉛の腐蝕

亜鉛は湿った SO2ガスと作用しノてしだいにその光沢

内層アルミ線

第3図 腐 蝕 試 験 後 の 外 観

Fig.3.Appearance of Samples,after

Corrosion Test

第4図 610mm2ACSR の最内層アルミ線の

腐蝕状況(×4.6)
Fig･4･Corroded Appearance of the Most

Inner Aluminium Strand for 610mm2

ACSR(×4.6)

を失い,結局亜鉛の亜硫酸塩および硫酸塩の泥状混合物

となり,腐蝕は進行する｡また乾湿の交互作用により腐

蝕ほ助長される｡

(C)アルミの腐蝕

乾燥した SO2ガスに対してはアルミは強く,ほとん
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無防蝕ACSR

線ケーブル特集号 第2集

E月 蝕 A C S R

外層アルミ線

内層アルミ線

亜鈷メlソ手綱線

第5図160mm2ACSRの亜硫酸ガス

Fig.5.Corrosion of160mm2ACSR

による腐蝕
in SO2Gas

ど侵蝕されないが,湿ったガスによってはかなり腐蝕さ

れる｡弟d表は硬化した普通純度(99.7%)のアルミの

亜硫酸水溶液による腐蝕について調べたものである(10)｡

(5)ACSRの亜硫酸ガスによる腐蝕実験

供試材は160Inm2のACSRで,その構成は銅線2.6

mm¢×7本,アルミ線2.6mm¢×36本でありアルミ線

は2層に撚られている｡また鋼線の亜鉛メッキ厚は約

0.04皿mである｡

腐蝕試験方法としてほ,湿ったSO2ガス中にACSR

をぶらさげ10週間腐蝕させたのち,その

第 4 表 硬化したアル

性質の変化な

の亜硫酸による腐蝕
Table4.Corrosion of Hard Alurninium

in Sulphurous Acid

試 番

1

亜硫酸の濃度(%)

0.2

0.2

0.3

0.3

5

5

10

10

腐蝕減量(g/dm封10days)

0.0438

0.0456

0.0708

0.0744

0.1026

0.1068

0.1182

0.1200

SO2ガスに

Corrosion of

別冊第15号

第6図 亜鉛メッキ鋼線の亜硫酸ガ

スによる腐蝕(×4.6)
Fig.6.Corrosion of Galvanized

Steelin So2Gas

らぴに外観上の検査を行った｡

弟5図は亜硫酸ガスによる160mm2ACSRの腐蝕状

況を示したもので,弟る図ほ鋼心の腐蝕状況を示す｡こ

の図よりわかるように亜鉛は泥状となり,鋼表面は黒色

の硫酸または亜硫酸塩となっている｡またアルミ線は局

部的に点蝕(Pitting Corrosion)を起していた｡

第5表は腐蝕による機械的性質ならびに導電 の低下

を示す｡この表より分るようにアルミ線の性能低下率ほ

内層,外層ともに同程度で腐蝕前にくらべていちじる

しい変化はないが,鋼線の抗張力,伸びの低~Fはかなり

大きいことがわかる｡すなわち亜硫酸ガスの腐蝕の場合

には鋼心の化学的腐蝕も相当問題となることが考えられ

る【.

〔ⅠⅠⅠ〕ACSRの防蝕処葦里

英国における実例および実験によると(2),ACSRの防

蝕処理として 線作業中に摘,ピッチ,グリースおよび

ラノリンなどの保護物をつけてその防蝕効果を比較した

結果,ピッチ以外のものは相当の防蝕効果を示している｡

ピッ≠は長時間の曝露によって酸化のため硬化,割れ,

粘着力の喪失を起す｡この変質があきらかになる時間は

かなり変化があるが,大体5年ぐらいであろう｡ピッチ

よる ACSRの腐蝕

ACSR in SO2 Gas
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がその粘 性を失うと腐蝕生成物の沈積ができやすくな

り,かえって無防蝕の場合より 果を生むこととなる｡

したがって防蝕用保護剤としてほ,金属に対する防錆効

果とともにその粘着性の良好なことおよび耐老化性のす

ぐれていることが必要である｡

(り 防錆剤の検

各瞳防錆剤の効 ために,磨帯鋼を用いそ

の上に各種防錆剤を塗布し1年間屋外曝露

の発錆状況を実験した｡弟る表はその

験を行いそ

険結果を示す｡

ラストルーブNo･146およびウオッシュプライマーに皮

膜硬化性メラミン樹脂塗料を加えたものがもつともすぐ

れた防錆効果を示している｡しかしながら後者は屈曲,

回に対し 膜に亀裂を起Lやすく,また高価につく

ので適当でない｡

(2)ラストループの特色

上記実験結果からラストルーブNo.146が適当と認め

られるので,さらにNo･146の主防錆剤である高級脂肪

酸燐酸エステルの油膜強度を強固にするた瑚寺殊アスフ

ァルトを混和して防錆効果を向上させた改良型No.226

について,その特色を列挙するとつぎのようになる｡

(a)主防錆剤ほ界面活性が大きく金

する｡

(b)副防錆剤(アルカリ土

両に強く吸着

金属高級脂肪酸塩)も

と化学的吸着をおこす性質がある｡

(c)耐慣性にすぐれた特殊アスファルト狛配合して

あるので油膜強 が強化され,

として耐老化性に富んでいる｡

試番

錆防て
､

カたし

各 位 防 錆 剤

Results of Test on the

試 験 条

別

6 7

(註)

青色ペイント

茶色ペイント

緑色ペイント

ウオッシュプライマー

ウオッシュ+メラミン樹脂

ウオッシュプライマー,

クリヤ

ウオッシュ十メラミン樹脂

メラミン樹脂塗料

アスファルト系塗料

無処理(防錆処理なし)

ラストルーブ 86

ラストルーブ106

屋 外

(1 年)

線)の 防 蝕 処 理

以上の特色を20%食塩水を半密閉器中で煮沸し,容

器の空間を800C±1DCに保ったなかに試片を懸吊して

発錆試験を行った一例を示すと弟7表のようにな

る｡

本試験条件下においては試片が鉄板の場合,No.146

は無処理試料の約1,200倍,No.226は約1,800倍以上

の防錆効果を示している｡

(3)"マイラー"ポリエステルフィルムの効果

〔ⅠⅠ〕の天王 見より海気中では鋼心に接する最

内層のアルミ線がいちじるしく腐蝕し,亜硫酸ガスに対

しては最内層のアルミのみならず鋼 が腐蝕することが

わかる｡したがって防蝕処理としてほ鋼心とアルミ繰と

断することおよび鋼心の腐蝕を防止することが必要

である｡そのためには鋼心上にラスいレーブを塗布する

方法がよいと考えられる｡しかしながらこれだけでは釣

串通過またはACSRの長期間の振動のため鋼心とアル

ミ線との間にずれができた場合保護皮膜が放れるおそれ

がある｡このためにはラストルーブの上にうすくて強靭･

なフイルムを巻く必要がある｡われわれはこのフイルム

について程々検討した結果マイラーホリエステルフイル

ムを使用することとした｡

(A)マイラーフイルムの特長および性能

本品の特長を列挙するとつぎの通りである｡

(a)強靭で耐久性が大きい｡

(b)多くの金属腐蝕性ガスを鯵透させず,食塩水亜

硫酸ガスに全く腐蝕されない｡

(c)耐熱性が大きく-60ロC～1500cの温度範囲で柔

の 防 錆 柁 力 比 較 試 験 結 果
Corrosion Resistance for Various CorrosionInhibitors

鹸 粂

車 内
(湿度100%
12【200C

(1年)

Lu41A2

nOne

Lu41

Lu42

Lu31

Lu31

Lt121A2

nOne

(亀裂生ず)

Gu A7

GlユA7

Gu A7

溜
閏

蒸
浸
ロ

nOne

Gu A7

Lu51

Lu41

Lu41

L1121A2

n(】ne

Gu A7

Lu21AI

Lu21A7

瞳 別
(湿度100%)
12-200C

(1年)

ラストルーブ146

ケーブル油

工業用グリース

スピンドル油

シールピ←ルコールド

タイプライS

タイプライQ

酪酸エチル

ATltiRustss

P-10 1

P-10 I

F-ダリ←ス

nOne

Gu A7

G11A7

Gu A7

Lu52A5

Gu A7

Gu A7

Lu51A4

nOne

Gu A6

Lu31A2

Lu31A2

nOne

Llユ31A2

nOne

G11A7

Lu21Al

Guは不均=全面腐蝕の略｡

Luは不均=準局部腐蝕でつぎの数字は腐蝕孔の数×大きさをF.A.Champion(11)のChartによって示した｡

Aは膚蝕面積で数字1,2■…=6,7ほその大きさを示す｡

noneは全く発結していない｡
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軟でかつ,安定である｡

また本品の物理的,化学的性能を列言己すると弟8表の

ようになる｡本表よりわかるようにその抗張力はきわめ

て大きく硬引きのアルミ線程度である｡

(B)マイラーフイルムによる防蝕層の補強

ラスいレーブのみでは,予備実験の結果釣革通過の際

ラストルーブがすりとられ,鋼心とアルミ線が直接接触

することがわかったので,防蝕層の上に0.5milおよぴ

1mil厚のマイラーフイルムを巻きつけた610mm2の

防蝕 ACSRを用いて釣串通過試験およびくりかえし曲

げ試験を行った｡

試過通草釣 方法は第7図に示すように3支点のうち

2点を交互に伸縮させることにより 線張力を常時3t

に調整しながら ACSRを直線から900に曲げることを

30回(往復15回)くりかえしたのち供試料を分解して

そのフイルムの破損状況を調べた｡なお使用した釣串は

第 7 表 促進 発 錆試験結果
Table7.Result of Accelarating

Corrosion Test

イ ラ ー フ イ ル ム の 請性能

Various Properties of"Mylar"Film

性
第
7
図

防蝕層の釣事通過によ る変化測定

Fig.7.Measurement of Change of Protective

Layer by Passing through Snatch Block

その直径が 24incb である｡また弟8図に示すように

610mm2防蝕ACSRについてくりかえし曲げ試鹸を行

った｡試験条件としては,スパン1m,全振幅30皿m,曲

げ速度350回/皿inである｡この場合は104回ごとに鋼心

とアルミ線問の導通を調べ40×104回後に供試料を分解

してフイルムの状況を調べた｡

これらの 験において0.5m主1厚のマイラーテープは

鋼心とアルミ線の接触部において破断していたが,1mil

厚のテープは全然改断していなかった｡

上述の 験結果よりまっれまっれはACSR の防蝕処理法

としては鋼心上にラストルーブを 布しその上にマイラ

ーテープを巻くことが良いと考える｡

(4)ラストループおよびマイラーテープによる防蝕

効果

ラスいレーブおよびマイラーテープによる ACSRの

防蝕効 を弟2図,第3図,弟5図および策5表に併記

する｡弟2図,弟3図は食塩水噴霧試験結果で無防蝕の

場合にくらべ鋼心ほ全く侵されておらず最内層のアルミ

には点蝕ほ見当らない｡弟5図,弟5表に示す亜硫酸ガ

ス試験の場合も同様な結果を示した｡これらの結果から

本防蝕層の防蝕効果が非常に大きいことがわかる｡なお

本防蝕法ほ吊架琵電線として有用な鋼心銅撚緑の場合に

ついてもきわめて有効であることを付記する｡

〔ⅠⅤ〕日立防蝕ACSRの特長

鋼心上にラストルーブを塗布しこの上にマイラーテー

プを巻いた防蝕層を有する日立防蝕ACSR の特長を列

挙すると下記のようになる｡

第8図

Fig.臥

Layer

防蝕層のく りかえし曲げによる変化測定
Measurement of Change of Protective

by Repeated Bending



ACSR(鋼 心 ア ル 撚 線)の 防 蝕 処 理

(l)防蝕効果が大きい

防蝕層により亜鉛メッキ鋼線は完全に保護されておる

ため,鋼線の化学的腐蝕およびアルミ線の電気化学的腐

蝕が防止され,またアルミ素線は化学的腐蝕に比較的安

定なこととあわせ考えると､その防蝕効果が大きいこと

がうなづかれる｡しかしながら腐蝕のきわめてほげしい

場所すなわち外 のアルミ線がいちじるしい腐蝕をうけ

る場所ではアルミ線にもグリース状のラストルーブを塗

布する必要があることはもちろんである｡

(2)耐熱,耐老化性が大きい

本防蝕屑ほACSRの使用最高許容温度を越える1000C

でも射ヒ,流出の心配なく,耐老化性が良好である｡

(3)防蝕層が強勒である

防蝕層が強靭であるから釣中退過,くりかえし曲げ,

カムアロング(Come Along)の取付などによっても損

傷しない｡

(｣)直線接続部に雨水の侵入がなく,腐蝕の懸念が

ない

鋼線の間隙は防蝕剤によって充填されているので,一

般のACSRの場合のような鋼線間隙を通じて雨水が

入するようなことはない｡

(5)接続が容易である

防蝕ACSRを接続する場合,銅スリーブ圧縮に当り

マイラーテープを放りさるだけで,アルミスリーブ圧縮

の場合防蝕層はそのまま圧縮すればよい｡この場合,按

瀧部スリーブの把持力は一般の ACSRの場合とはぼ同

等である｡したがって接続用スリーブについて特別の考

慮をはらう必要はない｡

(占)重量,外径は一般のACSRとほとんど変りが

ない｡

防蝕ACSRの重量は一般のACSRとほとんど変りが

なく,たとえば330mm2ACSRの場合の 量増加は約

1･3%である｡またその外径も同様で一般のACSRにく

らべて 0･1mm の増加に過ぎない｡したがって架線張

力,弛蛇にもはとんど影響なく,付属品も従来の標準品

が使用できる｡

なお防蝕の点で一般の ACSRのかわりに硬鋼撚線を

使用することを考えると,防蝕ACSRほ硬鋼撚繰の価

格の約60～70%であることを付言する｡

〔Ⅴ〕結 言

ACSRほ普通のふんい気では腐蝕事故を起すようなこ

とほほとんどないが,海岸線付近または火山,工場地帯

に架設された場合は当然防蝕処理が問題となってくる｡

われわれほ食塩水噴霧試験ならびに亜硫酸ガス曝露試

験により ACSRの腐蝕および防蝕処理について種々研

究した｡

研究結果を要約すると大約つぎのとおりである｡

(1)610皿m2ACSR を用いて 5%食塩水噴霧試

験を10週間連続行った結果,鋼心の抗張力ほほとん

ど低下しなかったが,最内層のアルミ線はその腐蝕

が最外層,中間層のアルミ線にくらべていちじるし

かった｡

(2)160mIn2ACSRを用いて亜硫酸ガス曝露

を週間連続行った結果,鋼心の化学的腐蝕がきわめ

て大きかった｡

(3)上記の実 結果より考えて鋼心上に粘着性良好

で耐瞑性のある特殊グリース状

心とアルミ線を電気化学的に

油錆防 を塗布し鋼

断することが必要で

あり,この目的のため程々の防錆剤について検討し

た結果,特殊配合のラストレーブの 布が良好であ

ることがわかった｡

(4)ラストルーブのみでは,鋼心とアルミ縦がすり

あったとき皮膜が剥げる可能性があるので,その上

に1mil厚のマイラーポリエステルフィルムを巻き

つける方法が良好であることを見出した｡

(5)ラストルーブにマイラーテープを巻いた防蝕層

ほ釣申 験,くりかえし曲げ 呆,破断する

ことは全くないことがわかった｡

終りにのぞみ東研究を行うに当り御指導,御飯撞をい

ただいた日立電線株式会社電線工場の久本,山本両博士

ならびに設計 高橋主任,同氏および実験に協力された

当課の金属係,機械物理係,化学係の方々に御礼申し上

げる｡
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